
金
滞
古
蹟
志
巻
サ
五

一
召

a
侍
宴
-
服
賜
v
職
一
式
。
以
a
十
一
年
十
二
月
廿
四
日
-
波
@
蒋
八
十
有
二
・

私
路
回
目
孔
昭
先
生
コ
遮
命
反
挙
手
鶴
来
先
笠
之
側
二
京
々
。
所
ν
箸
詩
経

訓
解
五
巻
。
中
腐
解
一
巻
。
孫
子
伐
拘
三
巻
，
能
登
遊
紀
二
巻
。
白
山
遊

覧
困
記
八
巻
附
昌
三
大
国
↓
文
範
・
詩
話
・
随
筆
各
+
巻

e

易
及
老
控
解

未
v
股
伊
藤
.
文
時
策
未
v
定
回
数
傘
↓
井
磁
v
家
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、

金
子
氏
の
著
書
は
、
此
の
外
に
も
白
山
史
八
巻
・
自
殺
閥
解
た

E
も
あ

り
て
、
白
山
史
に
、
天
明
元
年
七
月
。
余
始
登
=
白
山
云
々
。
と
見
h
、

夫
れ
よ
り
第
二
遊
・
第
三
遊
な
ど
L

記
載
し
、
白
山
遊
覧
回
記
の
凡

例
に
も
、
自
v
少
有
T

志
=
於
白
山
-
之
志
~
般
歳
登
捗
者
数
失
“
預
固
=
本

州
方
面
位
置
路
程
吋
又
作
品
紀
行
一
筋
二
問
後
頻
離
v
家
多
v
難
。
貨
財
盤

量
無
v
遣
。
既
而
漉
-
-
遊
子
四
方
-
云
々
。
と
あ
り
て
、
金
子
氏
の
白
獄
の

山
中
に
一
心
を
盤
せ
し
功
績
は
‘
誠
に
古
今
の
一
一
崎
人
と
も
い
ふ
ぺ

け
れ
ど
、
尾
添
の
邑
民
が
持
停
へ
た
る
泰
澄
記
・
異
考
記
・
寂
衆
記
、
或

は
鶴
来
村
春
滞
信
が
持
侮
へ
た
る
老
考
猫
語
た
ど
い
へ
る
書
類
を
越

と
た
し
、
白
山
比
隊
紳
祉
に
停
来
せ
る
白
山
記
・
白
山
宮
挺
般
講
中

記
録
左
E
の
古
記
鍬
を
ぽ
一
覧
せ
宇
し
て
、
山
中
の
故
事
を
捜
索
せ

し
は
遺
憾
と
い
ふ
ぺ
し
。
脆
年
の
人
と
い
へ
ど
も
‘
金
子
氏
と
松
径

の
三
宅
橘
固
と
の
雨
生
は
.
営
園
の
産
に
て
、
皐
事
に
勉
強
せ
し
崎

十

マ

如
v
此
候
。
以
上
。

一
亥
九
月
廿
=
一
日

奥

村

河

内

守

篠

原

出

羽

守

横

山

山

城

守

滋

野

勝

監

殿

西

村

右

馬

助

殿

河

原

兵

庫

殿

石

川

茂

平

殿

野
村
五
郎
兵
衛
殿

亀
尾
記
に
一
式
ふ
。
長
家
上
家
中
は
、
慶
長
十
七
年
賜
は
る
所
也
。
今

の
磁
屋
敷
並
三
輪
氏
邸
地
へ
か
け
て
開
締
寺
の
寺
地
た
り
し
を
、
共

時
榔
地
す
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
、
関
勝
寺
由
来
舎
に
、
慶
長
十
七

年
石
川
郡
泉
野
今
之
寺
地
拝
領
之
鐙
印
有
v
之
。
と
も
見
b
た
れ
ば
‘

慶
長
十
七
年
に
賜
は
り
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
民
繭
院
由
来
書
に

も
、
慶
長
年
中
長
九
郎
左
衛
門
上
家
中
拝
領
地
.
武
士
屋
敷
之
内
に

相
成
る
に
付
、
今
之
寺
地
拝
領
移
縛
仕
。
と
あ
り
。
叉
勉
尾
記
に
‘

寛
文
十
一
年
長
家
領
地
能
州
鹿
嶋
宇
都
召
上
げ
ら
れ
、
金
津
へ
搬
宅

ず
る
頃
、
従
う
て
家
士
共
も
此
下
邸
に
家
居
す
。
今
猫
此
家
中
に
共

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
五

四

人
た
る
が
故
に
共
の
僻
を
記
殺
す
。

。

穴

水

町

一
番
丁
よ
り
五
番
丁
ま
で
あ
り
。
此
の
町
は
も
と
長
氏
の
下
邸
の
内

陀
て
、
上
家
中
と
呼
び
た
る
.
地
也
。
然
る
に
明
治
四
年
戸
籍
編
成
の

頃
、
下
邸
の
名
稀
を
厳
し
、
克
巳
穴
水
町
の
町
名
を
立
て
た
り
。
穴

水
は
能
登
闘
鳳
至
郡
の
地
名
に
て
、
長
家
の
義
組
長
谷
部
信
連
以
来

二
十
世
網
遁
の
時
ま
で
、
凡
三
百
八
・
九
十
年
許
世
々
・
穴
水
城
に
居

住
す
と
、
三
州
志
古
嘘
考
に
も
い
へ
り
。
世
俗
の
体
設
に
も
‘
穴
水

は
長
家
の
本
居
な
る
よ
し
い
ひ
僻
ふ
る
に
依
っ
て
、
町
名
と
は
な
し

た
る
も
の
也
。

O
長
下
部
来
歴

古
定
書
に
載
せ
た
る
、
鹿
長
十
六
年
九
月
奥
村
河
内
守
等
連
署
屋
敷

事
行
洩
野
勝
監
等
へ
の
奉
書
に
、

御
家
中
下
屋
敷

三
寓
三
千
石

一
、
八
町
二
皮
牛

長

'
h
w
n
V
4
F』
-
函
岨
自
1

・

J
J
由
民
J

泊
判
制
何
l

自
徐
の
分
略
国
潟
之
吋

右
中
納
言
様
御
淀
之
並
に
‘
歩
割
書
付
可
v
遁
皆
、
筑
前
様
就
=
御
意
-

ザ

時
の
家
作
の
憧
な
る
も
の
あ
り
。
河
野
久
太
郎
が
俵
の
門
に
寛
文
十

二
年
と
寄
付
あ
り
し
と
ぞ
。
河
野
が
家
の
み
な
ら
宇
、
此
の
外
に
も

そ
の
以
前
よ
り
の
家
作
多
し
と
い
へ
り
。
寛
文
十
一
年
長
家
は
奮
領

地
を
召
上
げ
ら
れ
、
更
に
平
均
菟
を
以
て
加
賀
・
越
中
に
て
賜
は
り

し
に
付
き
、
家
人
共
へ
心
得
方
申
渡
の
先
密
務
。

長

一
、
長
九
郎
左
衛
門
跡
目
嫡
孫
千
松
就
v
被
=
仰
付
二
ニ
高
三
千
石
之
御

盤
附
被
v
下
v
之
、
則
九
郎
左
衛
門
に
被
=
仰
付
-
候
幕
。

一
‘
弟
竹
之
助
儀
、
震
昌
堪
忍
領
-
新
知
千
石
被
ν
下
v
之
候
事
。

一
、
故
九
郎
左
衛
門
家
来
之
内
、
加
藤
釆
女
・
高
柳
馬
左
衛
門
・
小
林

平
左
衛
門
・
長
伊
左
衛
門
、
此
四
人
奥
力
被
a
仰
付
-
候
。
乍
v
然
故
九
郎

左
衛
門
用
事
を
も
調
候
者
共
候
故
、
御
番
御
用
等
被
且
指
除
-
候
一
保
、
蛍

九
郎
左
衛
門
家
来
用
事
態
候
者
共
と
心
を
合
し
高
端
申
付
、
九
郎
左

衛
門
井
竹
之
助
作
法
能
取
立
可
ν
申
候
。
盛
家
中
共
下
々
に
至
迄
、
九

郎
左
衛
門
幼
少
之
儀
候
閥
、
絡
事
給
能
致
昌
裁
許
-
-
候
様
可
v
被
且
申
付
-

官
、
御
意
御
座
候
幕
。

一
‘
故
九
郎
左
衛
門
跡
目
之
儀
、
久
敷
知
行
之
問
、
如
=
前
々
-
被
昌
仰

付
-
度
被
=
思
召
-
候
.
へ
ど
も
、
寛
文
七
年
故
九
郎
左
精
門
、
浦
野
孫
布

五




